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一
．
は
じ
め
に

　

埼
玉
県
深
谷
市
は
人
口
約
一
四
万
二
〇
〇
〇
人
、
埼
玉

県
北
西
部
に
位
置
し
、
東
京
都
心
か
ら
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
に
あ
り
ま
す
。
利
根
川
と
荒
川
と
い
う
関
東
を
代
表

す
る
河
川
が
あ
り
、
肥
沃
な
大
地
の
恩
恵
を
受
け
、
深
谷

ね
ぎ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
全
国
的
に

知
ら
れ
る
野
菜
の
生
産
や
ユ
リ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の

花
き
栽
培
も
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

ま
た
、郷
土
の
偉
人
渋
沢
栄
一
翁
が
、『
大
河
ド
ラ
マ「
青

天
を
衝
け
」
の
主
人
公
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
』、『
令
和
六

年
度
に
新
一
万
円
札
肖
像
画
に
採
用
さ
れ
る
』
な
ど
、
市

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
政
策
と
し
ま
し
て
は
、「
元
気
と
笑
顔
の
生
産
地　

ふ
か
や
」
を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
、
①
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
②
次
代
を
担
う
人
と
文
化
を
育
む
ま

ち
、
③
活
力
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
④
安
心
と

や
す
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、
⑤
快
適
で
利
便
性
の
高

い
ま
ち
、
⑥
み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
、
日
々
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

二
．
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
活
用

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
経
緯

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
導
入
前
に
お
い
て
は
、
す
で
に
多
く

の
自
治
体
で
導
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
、
職
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

の
利
用
環
境
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
感

あ
る
行
政
事
務
の
執
行
が
命
題
化
さ
れ
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
簡
素
化
が
有
効
的
で
は
な
い
か
、
ま

埼
玉
県

働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

深
谷
市
企
画
財
政
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
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た
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
採
用
が
最

適
解
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

実
際
に
利
用
す
る
全
職
員
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
が
有
効
で
あ
る
と
の

結
果
が
出
た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
導
入
の
検
討
を
開
始

し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
提
供
さ
れ
て
い
る
多
く
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
、
無
料
で
利
用
で
き
る
、
簡
単
に
開
始
で
き
る
長

所
が
あ
る
反
面
、
導
入
す
る
団
体
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
短
所
が
あ
り
ま
す
。
重
要

度
が
高
い
情
報
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
担
保
す
る
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
－
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

を
採
用
す
る
こ
と
が
最
適
解
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
当
市
で
ふ
る
さ
と
納

税
総
合
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
企
画
・
運
営

し
て
い
た
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
（
以
下
、Ｔ
Ｂ
社
）

か
ら
、
上
記
要
件
を
満
た
す
ツ
ー
ル
の
提
案
を
受
け
ま
し

た
。
二
〇
一
九
年
七
月
か
ら
実
証
実
験
を
開
始
し
、
当
市

と
Ｔ
Ｂ
社
で
多
く
の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、「
Ｌ
ｏ
Ｇ

ｏ
チ
ャ
ッ
ト
」
が
完
成
し
、
現
在
の
本
番
運
用
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
概
要

「
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
」
は
、
Ｔ
Ｂ
社
が
二
〇
一
九
年

九
月
に
提
供
を
開
始
し
た
行
政
専
用
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト

で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
両
方
で
使
え

る
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
－
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ

ト
は
国
内
初
の
サ
ー
ビ
ス
で
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　

写
真
な
ど
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
受

信
機
能
だ
け
で
な
く
、
共
有
ス
ト
レ
ー
ジ
、
タ
ス
ク
管
理
、

ア
ン
ケ
ー
ト
配
信
・
集
計
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
掲
示

板
な
ど
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
的
な
機
能
や
、
ビ
デ
オ
通
話
・

音
声
通
話
、
フ
ァ
イ
ル
無
害
化
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
こ
と

も
実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
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チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
に
あ
た
っ
て

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
の
実
証
実
験
に
あ
た
り
、
す
べ
て

の
正
規
職
員
、
お
よ
び
利
用
希
望
が
あ
る
会
計
年
度
任
用

職
員
を
カ
バ
ー
で
き
る
ラ
イ
セ
ン
ス
数
を
申
請
し
ま
し

た
。
全
庁
的
な
実
証
実
験
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
に
問
い
合

わ
せ
が
多
発
し
、
通
常
業
務
に
支
障
が
出
る
懸
念
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
範
囲
を
絞
っ
た
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
に
よ
る

検
証
も
選
択
肢
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

市
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
の
推
進
が
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
行
政
に
お
い
て
現
場
は
ユ

ニ
ー
ク
な
状
況
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
の
使
い
方

が
見
い
だ
せ
る
可
能
性
を
信
じ
、
職
位
や
組
織
に
と
ら
わ

れ
ず
、
階
層
を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
、
全
職
員
を
対
象
に
導
入

し
ま
し
た
。

三
．
取
組
内
容
や
実
績

職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
に
よ
る
業
務
改
善

　

自
治
体
の
業
務
は
、
窓
口
対
応
、
事
務
処
理
、
政
策
立

案
と
い
っ
た
基
本
的
な
行
政
事
務
だ
け
で
な
く
、
大
き
く

は
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
調
整
協
議
プ
ロ
セ
ス
、
小
さ
く

は
、
電
話
連
絡
、
日
程
調
整
、
会
議
と
い
っ
た
職
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
る
業
務
も
多
分
に
あ
り

ま
す
。

　

実
証
実
験
に
お
い
て
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
を
使
う
職

員
四
九
名
を
調
査
モ
デ
ル
と
し
て
、
従
来
の
電
話
や
メ
ー

ル
等
の
方
法
と
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
を
使
っ
た
場
合
の

平
均
時
間
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
業
務
上
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
る
時
間
を
一
人
あ
た
り
一
日
平
均

一
一
分
削
減
で
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
年
間
（
勤

務
日
数
二
四
〇
日
）
で
は
、
四
四
時
間
削
減
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
業
務
で
は
、
削
減
率
は
日
程
調

整
で
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
電
話
対
応
で
約
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
減
、
庁
内
会
議
で
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
な
ど
の
効
果

が
試
算
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
Ｔ
Ｂ
社
が
、
二
〇
二
〇
年

六
月
に
「
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
」
を
使
う
約
一
三
〇
〇
人

の
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
一
人
あ
た
り
年

間
九
八
時
間
の
削
減
効
果
が
試
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

試
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
現
場
の
状
況

を
写
真
で
即
時
に
報
告
で
き
、
仕
事
が
や
り
や
す
く
な
っ
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た
」、「
課
内
の
合
意
形
成
を
事
前
に
チ
ャ
ッ
ト
で
進
め
ら

れ
た
の
で
、
意
思
決
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
」
と
い
っ

た
、
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
意
見
が
多
く
集
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
ス
タ
ン
プ
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
文
字

だ
け
で
は
冷
た
い
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
連
絡
も
、
言
葉

づ
か
い
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、
や
わ
ら
か
い
表
現
が
で
き

る
」、「
声
を
か
け
づ
ら
い
と
思
っ
て
い
た
職
員
と
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
職
員

の
人
間
関
係
を
良
好
に
す
る
意
見
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
業
務
改
善
や
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
に
は
、

良
好
な
人
間
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
必
須
条

件
だ
と
考
え
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
職
員
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
好
ま
し
い
結
果

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
部
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化

　

Ｔ
Ｂ
社
と
実
証
実
験
を
進
め
て
い
く
中
で
、「
こ
ん
な

機
能
が
ほ
し
い
」、「
こ
れ
を
改
善
し
た
い
」、「
動
作
不
良

が
あ
る
よ
う
だ
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
意
見
、
要
望
が
出

て
き
ま
し
た
。

　

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
と
の
間
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
で
き
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
部
の
利
用
者

な
ど
を
ゲ
ス
ト
ユ
ー
ザ
と
し
て
招
待
し
、
表
示
で
き
る
情

報
を
制
限
し
て
使
え
る
「
ゲ
ス
ト
モ
ー
ド
機
能
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
特
徴
を
生
か
し
、
当
市
と
Ｔ
Ｂ
社
で
、
チ
ャ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
情
報
交
換
が
円
滑
に
、
か
つ
活
性

化
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
短
時
間
で
成
熟
度
の
高

い
実
証
実
験
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ッ
ト
は
、
時
間

軸
の
自
由
度
が
高
い
利
用
が
で
き
、
言
付
け
の
よ
う
な
備

忘
録
と
し
て
の
使
い
方
や
、
臨
場
感
が
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

交
換
を
す
る
こ
と
で
リ
モ
ー
ト
会
議
の
よ
う
な
使
い
方
も

可
能
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
専
用
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
で

は
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
に
は

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
で
は
、
実
証
実
験
と
同
時
期
に
、

二
〇
二
〇
年
七
月
に
本
庁
舎
竣
工
に
向
け
て
、
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
再
構
築
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
担
当
課

と
の
調
整
は
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
な

か
で
出
て
く
る
課
題
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
業
者
と
共

有
し
、
山
積
す
る
調
整
事
項
を
、
い
か
に
遅
滞
な
く
処
理

で
き
る
か
が
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
市
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
業
者
、
総
務
省

地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
作

り
、
日
々
発
生
す
る
問
題
・
課
題
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

有
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
以
前
は
、
定
例
会
や
メ
ー

ル
で
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
チ
ャ
ッ
ト
を
利

用
し
た
こ
と
で
、
情
報
共
有
の
ス
ピ
ー
ド
が
圧
倒
的
に
加

速
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
手
軽
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
タ
ン

プ
で
、
気
軽
に
会
話
す
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
前
述
し
た
関
係
者
と
良
好

な
関
係
を
醸
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
効

果
が
副
次
的
に
作
用
し
、
数
十
年
に
一
度
の
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
ら
ず
、
問
題
な
く
無
事
に
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
示
し
た
と
お
り
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
協
議
・
調
整
や
意
思
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
関
係
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
指

数
関
数
的
に
調
整
事
項
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
遅
延
が
発
生
し
た
り
、
最
悪
の
場
合
、
期
日
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
で
き
な
い
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま

す
。
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
は
、
こ
の
問
題
解
決
に
大
き
く

寄
与
し
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
だ
け
で
な
く
、

協
議
会
や
各
種
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利

活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

他
自
治
体
を
含
め
た
集
合
知
の
力

　

こ
れ
ま
で
、
他
自
治
体
の
事
例
を
知
る
に
は
、
電
話
で

聞
い
た
り
視
察
の
受
け
入
れ
を
依
頼
し
た
り
と
時
間
も
手

間
も
か
か
る
上
、
複
数
の
自
治
体
の
事
例
を
効
率
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
難
し
い
環
境
で
し
た
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
公
務
員
数
の
削
減
や
、
な

り
手
不
足
と
い
っ
た
人
的
要
因
に
加
え
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
加
速
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
供
給
不
足
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
業
務
に
携
わ
る
職
員
の
負
荷
は
、
加
速
度
的
に
高
く
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な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

に
お
い
て
は
、
集
合
研
修
や
説
明
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ

れ
、
対
面
で
有
識
者
と
話
を
す
る
機
会
が
喪
失
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
、特
に
現
場
な
ら
で
は
の
実
体
験
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
入
手
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
市
も
同
様
で
す
が
、
担
当
者
数
が
少
な

い
ほ
ど
、
顕
著
に
表
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
の
大
き
な
魅
力
と
し
て
、
こ
の

ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
全
国
の
自
治
体
職
員
が
つ
な
が
る

「
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
ト
ー
ク
ル
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」、「
行

政
Ｄ
Ｘ
」、「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
」、「
災
害
対
応
」、

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」な
ど
百
以
上
の
ト
ー
ク
テ
ー

マ
で
他
自
治
体
と
つ
な
が
り
、
日
々
、
情
報
交
換
や
知
見

の
共
有
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
深
い

知
見
が
あ
る
方
か
ら
、
新
規
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
に
な
っ
た
方

ま
で
、
自
由
で
フ
ラ
ッ
ト
な
雰
囲
気
で
、
既
存
の
つ
な
が

り
の
有
無
を
問
わ
ず
に
、
時
間
や
場
所
に
制
約
さ
れ
る
こ

と
な
く
、意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
で
き
る
の
は
、チ
ャ
ッ

ト
な
ら
で
は
の
特
性
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
Ｔ
Ｂ
社
に
よ
る
と
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
の
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
や
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
な
が
ら
新
し
い
行
政
の
働
き
方
を
模
索
す

る
自
治
体
で
広
ま
り
、
二
〇
二
一
年
五
月
現
在
、
約

六
五
〇
自
治
体
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
方
面
に

わ
た
り
集
合
知
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
事
例

例
え
ば
、
四
〇
〇
人
以
上
の
職
員
が
参
加
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
ト
ー
ク
ル
ー
ム
で
は
、「
国
か
ら
来
た
通
知
に

ど
う
対
応
し
ま
す
か
？
」
と
意
見
交
換
を
し
た
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
先
行
的
に
始
め
た
自
治
体
が
会
場
の
レ
イ
ア

ウ
ト
写
真
を
共
有
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
あ
る
職
員

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
に
デ
ー
タ

を
一
括
登
録
で
き
る
E
x
c
e
l
マ
ク
ロ
を
自
作
し
て
投

稿
し
、
他
自
治
体
の
職
員
と
ツ
ー
ル
の
精
度
を
改
善
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
を
通
じ
て
デ

ジ
タ
ル
上
で
全
国
の
自
治
体
が
つ
な
が
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
前
例
の
な
い
共
通
課
題
に
対
し
、
リ
ア
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ル
タ
イ
ム
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で
き
る
「
共
助
」
の
仕
組

み
は
、各
自
治
体
の
対
応
に
も
有
効
に
働
く
と
思
い
ま
す
。

四
．
今
後
の
方
向
性
や
課
題

　

本
庁
舎
の
竣
工
に
合
わ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

刷
新
し
、
基
幹
系
業
務
パ
ソ
コ
ン
か
ら
仮
想
的
に
Ｌ
Ｇ
Ｗ

Ａ
Ｎ
に
接
続
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
で
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
は
、魅
力
的
で
革
新
的
な
機
能
が
、

次
々
と
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
利
便
性
や
将
来

性
を
源
泉
と
し
た
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
力
は
非
常

に
大
き
な
も
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
機
能
拡
張
は
有
償
と
な
る
た
め
、
冷
静
に
費
用
対

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
取
捨
選
択
す
る
高
度
な
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
維
持
す
る
よ
う
、
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
、
全
職
員
に
対
し
て
一
斉
通

報
す
る
方
法
を
、
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が
実
務
上
の

課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
に
は
ル
ー

ム
と
い
う
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、
参
加
上
限
人
数
が
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
全
職
員
に
一
斉
に
通
知
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
ト
ラ
イ
ア
ル
版
の
掲
示
板
機
能
に

つ
い
て
、
検
証
を
は
じ
め
有
効
性
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

五
．
む
す
び
に

　

住
民
ニ
ー
ズ
が
多
岐
に
渡
り
複
雑
化
す
る
深
刻
な
状
況

は
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
で
、
共
通
の
課
題
で
あ
る

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

に
お
け
る
現
状
、
特
に
利
用
ユ
ー
ザ
と
な
る
職
員
の
態
度

や
関
心
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
様
々
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
の
例
え
の
と
お
り
、『
集

合
知
』
の
力
は
、
非
常
に
大
き
な
も
の
で
す
。
個
々
が
持

つ
力
は
弱
く
て
も
、
ワ
ン
チ
ー
ム
の
よ
う
に
結
合
力
が
高

い
ほ
ど
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
各
自
治
体
が
ひ
と

つ
の
脳
細
胞
と
す
れ
ば
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
が
シ
ナ
プ

ス
の
働
き
を
し
、
集
合
知
と
い
う
新
た
な
力
を
発
揮
す
る
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こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
国
を
中
心
と
し
た
セ

ン
タ
ー
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ

チ
ャ
ッ
ト
で
自
治
体
間
を
メ
ッ
シ
ュ
型
で
網
羅
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
は
、
将
来
的
に
Ｗ
ｉ
ｎ
－

Ｗ
ｉ
ｎ
の
状
況
を
創
生
で
き
る
と
希
望
し
、
今
後
と
も
地
域

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


